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り
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治
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官
僚
制
・
貨
幣
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・
教
育
・

メ
デ
ィ
ア
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ど
近
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欠
か
せ

な
い
要
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を
下
支
え
し
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製
紙
業
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復
刻
！

▲王子製紙王子工場全景（第 1 号表紙より）
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明
治
黎
明
期
か
ら
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
ま
で
、
近
代
日
本
の
製
紙
業
界
を
全
方
位
で
描
い
た
雑
誌
を
復
刻
‼

復
刻
版



山本 留次

発刊の辞

↑本文中にあった使用洋紙のサンプル表示。
ほぼ毎号掲示され、様々な洋紙が使用された。

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
創
業
し
た
大
手
洋
紙
店
・
博
進
社
（
現
・
文
運
堂
）
の
社
長
・
山

本
留と

め

次じ

が
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
刊
行
さ
せ
た
雑
誌
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
八
月
ま

で
刊
行
さ
れ
た
が
、
関
東
大
震
災
の
た
め
終
刊
し
た
。
山
本
留
次
は
博
文
館
創
業
者
・
大
橋
佐
平

の
甥
で
第
一
号
社
員
で
あ
り
、
大
正
・
昭
和
期
の
代
表
的
日
記
帳
「
博
文
館
日
記
」
の
考
案
者
と

言
わ
れ
て
い
る
。
近
現
代
日
本
の
出
版
印
刷
業
の
先
駆
け
と
言
え
る
博
文
館
の
経
営
に
参
画
し
、

か
つ
自
身
が
博
文
館
の
子
会
社
と
し
て
創
業
し
た
博
進
社
は
日
本
書
籍
、
東
京
書
籍
、
大
阪
書
籍

の
三
社
が
出
版
す
る
小
学
校
の
国
定
教
科
書
出
版
の
た
め
の
用
紙
を
独
占
的
に
納
入
し
て
い
た
山

本
は
、
ま
さ
に
製
紙
業
・
印
刷
業
・
出
版
業
の
中
枢
に
い
た
と
い
っ
て
よ
く
、
本
誌
刊
行
に
よ
っ

て
三
業
を
振
興
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
願
望
を
誌
面
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

記
事
内
容
は
製
紙
業
を
初
め
、
新
聞
・
出
版
・
文
房
具
業
界
の
会
社
事
業
紹
介
・
社
長
の
人
物

譚
、
内
外
業
界
ニ
ュ
ー
ス
、
業
界
の
動
向
分
析
、
洋
紙
の
毎
月
卸
値
、
商
品
広
告
を
主
と
し
て
い

る
。
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
か
ら
日
本
統
治
が
始
ま
っ
た
南
樺
太
で
の
原
料
調
達
や
新
工
場

設
置
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
植
民
地
経
営
史
上
も
興
味
深
い
。
雑
誌
自
体
が
商
品
で
あ
る
用
紙
で

作
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
の
意
味
合
い
も
あ
り
、
博
進
社
に
と
っ
て
は
商
品
Ｐ
Ｒ
の
場
で
も
あ
っ
た
。

当
時
の
業
界
誌
「
紙
業
雑
誌
」
で
は
創
刊
に
あ
た
り
「
美
麗
な
る
写
真
版
数
多
を
挿
入
し
、
舶

来
の
上
等
印
刷
紙
を
用
い
あ
れ
ば
、
体
裁
と
云
い
、
内
容
と
云
い
、
申
分
な
き
好
雑
誌
な
り
。
今

や
実
業
家
の
苦
心
、
経
営
、
成
功
若
し
く
は
失
敗
に
関
す
る
記
事
を
以
て
満
載
す
る
雑
誌
は
社
会

の
最
も
歓
迎
す
る
所
と
な
る
。
此
風
潮
に
乗
じ
て
紙
及
び
其
関
係
業
を
専
門
と
す
る
「
紙
のマ

マ

世
界
」

の
出
づ
る
事
は
誠
に
時
好
に
投
じ
た
る
美
挙
と
云
う
べ
し
。」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。

本
誌
発
刊
の
辞
で
「
製
紙
消
費
額
の
多
少
は
、
以
て
国
家
文
明
の
隆
替
を
測
る
最
良
の
尺
度
な

り
」
と
宣
言
さ
れ
た
通
り
、
製
紙
業
は
単
な
る
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
国
家
の
官
僚
制
・
貨

幣
制
度
・
教
育
・
メ
デ
ィ
ア
・
流
通
の
程
度
を
図
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
。
国
力
を
測
る
指
標

と
し
て
軍
事
力
や
経
済
力
だ
け
で
は
な
く
、
国
ご
と
の
文
化
・
芸
術
・
高
等
教
育
の
普
及
度
・
魅

力
に
着
目
す
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
本
誌
は
そ
う
し
た

い
わ
ば
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
と
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
の
狭
間
に
位
置
す
る
資
料
と
言
え
る
。
本
誌

の
復
刻
に
よ
り
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
の
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

─
不
二
出
版
編
集
部

雑
誌
『
紙
之
世
界
』
の
意
義�

四
宮
　
俊
之

今
日
の
日
本
は
世
界
有
数
の
紙
パ
ル
プ
工
業
国
で
、
ま
た
関
連
し
て
多
様
な
加
工
業
や
流
通
業
、
そ
れ
と
各
種

の
需
要
先
や
消
費
先
が
全
国
に
集
積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
業
種
や
業
態
、
需
要
先
な
ど
の
集
積
を
歴

史
的
に
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
多
く
の
企
業
家
や
企
業
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
た
当
事
者
の
間
で
諸

情
報
の
交
換
や
共
有
に
関
わ
っ
て
い
く
業
界
雑
誌
の
存
在
が
幾
つ
か
見
出
せ
る
。
明
治
、
大
正
期
に
有
力
出
版
社

と
し
て
知
ら
れ
た
博
文
館
に
よ
り
、
系
列
の
洋
紙
卸
売
部
門
と
し
て
東
京
で
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
創
立

さ
れ
た
博
進
社
が
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
か
ら
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
独
自
に
広
く
関
係
先
な
ど
へ
無
料

配
布
し
て
い
た
企
業
月
刊
誌
の
『
紙
之
世
界
』
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

博
進
社
で
は
、
創
業
当
初
か
ら
王
子
製
紙
な
ど
と
代
理
店
関
係
を
築
く
一
方
で
、
独
自
に
輸
入
紙
な
ど
も
取
扱

い
有
力
卸
売
企
業
の
一
角
を
占
め
て
い
く
が
、
そ
の
雑
誌
の
刊
行
を
通
じ
当
時
と
し
て
稀
有
な
企
業
活
動
の
開
明

性
、
先
取
性
を
見
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
創
刊
に
際
し
て
は
、
紙
の
生
産
、
流
通
、
消
費
の
多
寡
が
「
国
家
文
明
の

興
隆
を
測
る
最
良
の
尺
度
」
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
の
進
展
に
絡
む
諸
情
報
や
知
識
の
報
知
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
、
国
内
外
の
「
紙
業
界
」
に
関
わ
る
記
事
な
ど
を
自
社
に
よ
る
取
材
や
論
説
も
含
め
て
掲
載
し
て
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
私
の
経
営
史
研
究
で
も
、
か
つ
て
調
査
先
で
見
つ
け
た
本
誌
の
記
事
を
利
用
し
た
ほ
か
、
時
に
業

種
間
で
利
害
を
異
に
す
る
視
座
の
相
違
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
理
解
し
て
い
く
意
義
を
実
感
し
た
り
し
た
。
本
雑
誌

の
復
刻
が
新
た
な
活
用
の
広
が
り
へ
と
繫
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�

し
の
み
や
・
と
し
ゆ
き
（
弘
前
大
学
名
誉
教
授
）

洋
紙
の
経
済
と
文
化
を
牽
引
し
た
業
界
誌�

樺
山
　
紘
一

日
本
の
洋
紙
産
業
は
、
明
治
初
年
の
文
明
開
化
の
さ
な
か
、
渋
沢
栄
一
を
は
じ
め
と
す
る
実
業
家
た
ち
の
も
と

で
、
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
抄
紙
業
と
よ
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
技
術
と
し
て
頂
点
に
あ
っ
た
和
紙
生
産

と
は
べ
つ
に
、
紙
幣
や
公
文
書
の
逼
迫
し
た
需
要
に
応
じ
て
、
ま
た
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
の
制
作
現
場
か
ら
の
急

な
要
請
を
う
け
て
、
近
代
の
洋
紙
産
業
の
成
立
が
促
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
〇
余
年
。
製
紙
業
は
、
日
本
の
産
業
革
命
の
最
先
端
に
あ
っ
て
、
花
形
の
実
業
と
し
て
の
地
位
を

ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
、
大
手
洋
紙
店
・
博
進
社
の
社
長
で
あ
る
山

本
留
次
は
、
洋
紙
業
界
の
輿
望
を
に
な
っ
て
、
業
界
雑
誌
『
紙
之
世
界
』
を
発
刊
し
ま
す
。
折
か
ら
出
版
・
印
刷

業
界
の
先
端
を
行
く
博
文
館
と
も
密
接
に
連
携
し
、
紙
が
仕
掛
け
る
経
済
と
文
化
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
の
演
出
に
乗

り
出
し
ま
す
。
目
覚
ま
し
い
事
業
革
新
と
い
う
時
代
の
声
に
押
さ
れ
も
し
た
で
し
ょ
う
。

公
務
・
商
務
か
ら
学
校
・
家
庭
に
い
た
る
、
経
済
・
社
会
の
各
界
に
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。『
紙
之
世
界
』

は
ま
さ
し
く
、
近
代
日
本
の
経
済
と
文
化
の
焦
点
に
近
く
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も
一
五

年
に
わ
た
る
同
誌
の
刊
行
が
、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
を
も
っ
て
終
幕
を
む
か
え
た
こ
と
も
、

ど
こ
か
象
徴
的
な
事
柄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
復
刻
さ
れ
る
『
紙
之
世
界
』
は
、
洋
紙
の
生
産
と
流
通
と
利
活
用
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
、
図
ら
ず
も

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
関
連
す
る
業
界
や
学
界
か
ら
熱
い
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
の
も
、
ま
こ
と
に

理
由
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

�

か
ば
や
ま
・
こ
う
い
ち
（
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
理
事
長
）

復
刻
に
あ
た
っ
て

推
薦
の
こ
と
ば



企
業
の
歴
史
と
経
営
情
報
、
創
業
者
や
社
長
の
成
功
・
失
敗
譚
、
紙
に
ま
つ
わ
る

国
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
、
紙
の
歴
史
な
ど
の
記
事
が
満
載
‼

大
正
期
に
入
る
と
、
世
界
の
大
手
製
紙
会
社
、
印
刷
会
社
の
動
向
な
ど
の
情
報
が

よ
り
充
実
、
成
長
し
た
製
紙
業
界
の
全
貌
を
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
終
刊
ま
で

克
明
に
伝
え
る
‼

▲第 1 号目次

▲創業譚（第 1 号「王子製紙会社と経営の人物」より）

▲毎号掲載された紙価

▲第14号より「独逸の製紙業と我が国の製紙業」



『
紙
之
世
界
』
関
連
年
表

１
７
８
５
年

１
７
９
８
年

１
８
５
４
年

１
８
６
８
年

１
８
６
９
年

１
８
７
１
年

１
８
７
３
年

１
８
７
４
年

１
８
７
５
年

１
８
８
１
年

１
８
８
２
年

１
８
８
６
年

１
８
８
７
年

１
８
９
３
年

１
９
０
３
年

１
９
０
５
年

１
９
０
８
年

１
９
１
４
年

１
９
２
３
年

英
・『
タ
イ
ム
ズ
』
創
刊
。

　
　

世
界
最
古
の
日
刊
新
聞
。

仏
・
ル
イ
・
ロ
ベ
ー
ル
が
長
網
抄
紙
機
を
発
明
。

　
　

製
紙
業
の
工
業
化
の
始
ま
り
。

独
・
砕
木
機
発
明
。
木
材
パ
ル
プ
か
ら
大
量
に

　
　

紙
が
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
維
新
。

北
海
道
開
拓
使
設
立
。
丸
善
創
業
。

築
地
活
版
製
造
所
設
立
。

抄
紙
会
社
（
の
ち
の
王
子
製
紙
）
設
立
。

自
由
民
権
運
動
の
始
ま
り
。

　

以
後
、
民
権
派
新
聞
続
々
創
刊
。

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
創
刊
。

　

日
本
初
の
日
刊
新
聞
。

三
省
堂
創
業
。

日
本
銀
行
設
立
。

　

１
８
８
５
年
か
ら
紙
幣
発
行
開
始
。

冨
山
房
創
業
。

博
文
館
創
業
。

『
二
六
新
報
』
創
刊
。

国
定
教
科
書
制
度
開
始
。

日
露
戦
争
終
結
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
。

　

南
樺
太
が
日
本
領
に
。

『
紙
之
世
界
』
創
刊
。

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。

関
東
大
震
災
。

『
紙
之
世
界
』
終
刊
。

年

出
　
　
　
　
　
来
　
　
　
　
　
事

▲日本初の製紙工場を設立した
　有恒社工場内部（第 7 号より）

▲ 富士製紙北海道新工場全景
　（第34号表紙より）

▲ 「丸善経営の一節」（第45号より）

▲「富山房経営談」写真は創業
者・坂本嘉治馬（第 2 号より）

▲ 『横浜毎日新聞』創刊号
　（弊社復刻版より）

▲築地活版製作所内の活字仕上げ場
　（第 2 号より）

▲「王子製紙株式会社王子工場全景」
右は渋沢栄一、左は当時の専務取
締役・鈴木梅四郎
　（第 1 号表紙より）



１
７
８
５
年

１
７
９
８
年

１
８
５
４
年

１
８
６
８
年

１
８
６
９
年

１
８
７
１
年

１
８
７
３
年

１
８
７
４
年

１
８
７
５
年

１
８
８
１
年

１
８
８
２
年

１
８
８
６
年

１
８
８
７
年

１
８
９
３
年

１
９
０
３
年

１
９
０
５
年

１
９
０
８
年

１
９
１
４
年

１
９
２
３
年

英
・『
タ
イ
ム
ズ
』
創
刊
。

　
　

世
界
最
古
の
日
刊
新
聞
。

仏
・
ル
イ
・
ロ
ベ
ー
ル
が
長
網
抄
紙
機
を
発
明
。

　
　

製
紙
業
の
工
業
化
の
始
ま
り
。

独
・
砕
木
機
発
明
。
木
材
パ
ル
プ
か
ら
大
量
に

　
　

紙
が
製
造
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
維
新
。

北
海
道
開
拓
使
設
立
。
丸
善
創
業
。

築
地
活
版
製
造
所
設
立
。

抄
紙
会
社
（
の
ち
の
王
子
製
紙
）
設
立
。

自
由
民
権
運
動
の
始
ま
り
。

　

以
後
、
民
権
派
新
聞
続
々
創
刊
。

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
創
刊
。

　

日
本
初
の
日
刊
新
聞
。

三
省
堂
創
業
。

日
本
銀
行
設
立
。

　

１
８
８
５
年
か
ら
紙
幣
発
行
開
始
。

冨
山
房
創
業
。

博
文
館
創
業
。

『
二
六
新
報
』
創
刊
。

国
定
教
科
書
制
度
開
始
。

日
露
戦
争
終
結
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
。

　

南
樺
太
が
日
本
領
に
。

『
紙
之
世
界
』
創
刊
。

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。

関
東
大
震
災
。

『
紙
之
世
界
』
終
刊
。

▲ 『近事評論』第 1 号
　（弊社復刻版より）
　1876年 6 月創刊

▲ 『自由燈』第 1 号
　（弊社復刻版より）
　1884年 5 月創刊

▲「三省堂の経営史と亀井忠一君」
　（第21号より）

▲「台湾三菱製紙所の竹紙料」
　（第44号より）

▶ 

第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
を
受
け
、
1 

9 

1 

4（
大
正
3
）年
9
月
の
第
71
号
は

　
「
大
戦
特
集
号
」
の
体
を
な
し
た
。

▲ 出張先のドイツで大戦に巻き込ま
れ、当初味方になると思われてド
イツ人の歓迎を受けたが、のちに
日本が連合国側で参戦したために
一転して憎悪の対象になった体験
が述べられた記事。（第76号より）

▲ 「樺太国有林経営概要」
　（第43号より）

▲「内地起業家の経営を俟つ
満洲の高粱紙製造事業」
当時の関東都督府民政長
官・白仁武の談話
　（第61号より）

▲ 「博文館と博進社」
　（第12号より）

▲『二六新報』第 1 号
　（弊社復刻版より）



▲「京都梅津製紙株式会社全景」（第 9 号表紙より）
初期の製紙工場は都市部に近い場所につくられた。
パルプが主流となる以前、都市住民から出るボロ布
が原料として期待されたためである。梅津製紙も京
都市内に近く桂川を用水として利用できる地に工場
を建てた。

渋沢　栄一
1840～1931。抄紙会社（のちの王子製紙）
の創業者。抄紙会社は官僚から実業家に
転身したころの渋沢が最も早く手掛けた
事業のひとつである。

大川　平三郎
1860～1936。渋沢栄一の女婿で、外国で
製紙技術を学び、数多くの製紙会社創業
に関与、「日本の製紙王」と呼ばれた。

ノースクリフ子爵
1865～1922。英国のジャーナリスト・実
業家。『タイムズ』他英国の新聞各社を買
収して「新聞王」と呼ばれた。大戦下の
自国プロパガンダに協力する一方、戦場
での軍の弱体を糾弾し政権交代に導くな
ど、紙と筆の力で政府を震え上がらせた。

大橋　佐平
1836～1901。博文館創業者。明治初期に
雑誌・新聞の刊行業をはじめ、次第に事
業を拡大。印刷から出版、販売にわたる
一大コンツェルンの基礎を築いた。

●　主な記事掲載会社一覧　●
王子製紙 三省堂 同文館 実業之日本社
富士製紙 北越製紙 冨山房 台湾日日新報
秀英舎 丸善 凸版印刷 東京板紙
大日本図書 有恒社 三菱製紙 梅津製紙
報知新聞 万朝報 博文館 読売新聞
大阪毎日新聞 東京朝日新聞 都新聞 東京日日新聞
時事新報 東京毎日新聞 二六新報 四日市製紙
中央新聞 日本新聞 国民新聞 東京堂
河北新報 大日本鉛筆 博進社 樺太産業
文運堂 東京築地活版製作所
国定教科書共同販売所

●　主な記事掲載人物・執筆者一覧　●
渋　沢　栄　一 亀　井　忠　一 増　田　義　一
本　木　昌　造 野　村　宗十郎 真　島　襄一郎
佐久間　貞　一 三　木　善　八 黒　岩　涙　香
大　橋　佐　平 本　山　彦　一 村　山　龍　平
小　野　金　六 楠　本　正　隆 福　沢　諭　吉
山　本　留　次 三　宅　雪　嶺 陸　　　　　実
徳　富　猪一郎 加　藤　恒　忠 大　川　平三郎
得　能　通　昌 大　倉　喜八郎 ジョン・ディキンソン
佐　伯　勝太郎 鈴　木　梅四郎 ノースクリフ子爵
倉　田　雲　平 藤　原　銀次郎
岡　田　来　吉 藤　井　専　蔵



真島　襄一郎
1852～1913。関西における製紙事業の先
覚者。関西地域で多くの製紙関連事業を
立ち上げた。本誌記事中では穏やかな人
柄がうかがえるが、工業排水の有毒性を
心配して押しかけた近隣農民たちの前で
コップ一杯排水を飲み干してみせ引き下
がらせた逸話も。

▶「
和
紙
の
現
況
と
救
済
策
」（
第
20
号
よ
り
）

▶「
樺
太
の
森
林
を
伐
る
べ
か
ら
ず
」

　
（
第
8
号
よ
り
）

▶ 

文
房
具
に
つ
い
て
の
提
言
記
事

　
（
第
17
号
よ
り
）

◀「
本
多
博
士
の
禿
山
論
」（
第
152
号
よ
り
）

世界各国の産業革命の進展、近代化により紙の需要は鰻登りとなり、
原料パルプの国際価格は常に高止まりしていた。本誌中では常に原
料不足に悩まされた様子が窺え、木材地の開発伸張、パルプに代わ
る紙料の発見・発明等の情報はほぼ毎号掲載された。

紙の需要の激増は森林の大量伐採、環境破壊をもたらしたが、
実業家の関心は低かった。右上のように木材資源確保の観点
から大量伐採を危ぶむ声は出ていたが、左下の様に自然林の
減少、希少種の絶滅を危ぶむ造園家・本多静六の声は一笑に
付された。

1872（明治４）年の学制公布、1903（明治36）年の国定教科書制度の開始により、
教育分野も製紙業、印刷業、出版業にとっての重大な関心事となった。実業家たち
は次第に文房具事業へと進出していく。

近代日本の最初期に産業化し、多数の工員を抱えることになった
製紙業は、労働問題に関わることも早かった。効率化、増収につ
ながる各社の労働者対策は成功例として紹介された。 出版業に携わりながら、実業家たちは同時代の文学動向には

ほぼ無関心であった。本誌の文学観が窺われる記事２篇。

▲「最近研究されたる紙料」
　（第19号より）

　
（
第
41
号
よ
り
）

◀「
教
授
要
目
改
正
と
本
年
の
中
等
教
科
書
出
版
界
」

▶「
本
邦
読
書
界
の
趨
勢
及
び
流
行
」

　
（
第
62
号
よ
り
）

▶「
雑
爼
欄
：
株
式
会
社
美
濃
製
紙

所
職
工
心
得
」（
第
3
号
よ
り
）

◀「
小
説
成
金
の
巨
頭
徳
富
蘆
花
君
」（
第
115
号
よ
り
）

◀「
職
工
の
エ
フ
ィ
シ
エ
ン
シ
ー
」（
第
81
号
よ
り
）
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体
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税
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2
0
2
3
年
9
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『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
明
治
3
年
12
月
8
日
（
陰
暦
）、
日
本
で
初
め
て
の
日
刊
新
聞
と
し

て
創
刊
さ
れ
た
。
当
初
は
貿
易
商
況
記
事
を
主
と
し
て
い
た
が
、
政
論
新
聞
時
代
の
展
開
と

と
も
に
政
治
性
を
帯
び
て
い
き
、
局
を
横
浜
か
ら
東
京
へ
移
し
、
紙
名
も
『
東
京
横
浜
毎
日

新
聞
』
と
改
め
、
民
権
派
言
論
の
一
翼
を
担
う
に
至
り
、
俄
然
注
目
を
集
め
た
。
本
紙
は
、

日
本
近
代
史
・
政
治
史
・
社
会
史
・
文
化
史
の
研
究
等
に
必
須
の
基
礎
的
資
料
で
あ
る
。

◉
揃
定
価
3
、
2
4
5
、0
0
0
円
（
本
体
価
格
2
、9
5
0
、0
0
0
円
＋
税
10
%
）

◉
推
薦
＝
内
川
芳
美
・
北
根 

豊
・
羽
島
知
之
・
服
部
一
馬

本
紙
は
、
秋
山
定
輔
が
26
歳
の
と
き
明
治
26
年
10
月
26
日
に
創
刊
さ
れ
た
日
刊
新
聞
で

あ
る
。
藩
閥
政
治
反
対
を
唱
え
、
朝
鮮
問
題
や
中
国
の
動
向
に
注
目
し
た
独
立
の
政
論
新
聞

で
あ
っ
た
が
、
い
っ
た
ん
は
経
営
難
か
ら
休
刊
し
た
。
明
治
33
年
、
再
興
さ
れ
た
『
二
六
新

報
』（
第
二
次
）
は
、
三
井
財
閥
攻
撃
・
娼
妓
自
由
廃
業
支
援
・
労
働
者
懇
親
会
の
開
催
な

ど
社
会
問
題
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
重
点
を
お
き
、
紙
面
を
大
衆
向
け
に
面
白
く
し
、
か
つ
廉

価
販
売
に
よ
っ
て
、
全
盛
時
代
に
は
『
万
朝
報
』
を
抑
え
最
高
18
万
部
を
発
行
し
た
。

◉
揃
定
価
1
、0
5
6
、0
0
0
円
（
本
体
価
格
9
6
0
、0
0
0
円
＋
税
10
%
）

◉
推
薦
＝
飛
鳥
井
雅
道
・
荒
瀬 

豊
・
姜 

在
彦
・
山
本
武
利

本
紙
は
、
明
治
17
年
5
月
11
日
に
自
由
党
最
高
幹
部
の
1
人
で
あ
っ
た
星
亨
に
よ
っ
て

創
刊
さ
れ
た
小
新
聞
で
あ
る
。

本
紙
の
役
割
は
2
つ
あ
っ
た
。
第
1
に
は
政
府
か
ら
の
強
ま
る
弾
圧
を
受
け
て
、
万
一

そ
れ
ま
で
の
政
党
機
関
紙
で
あ
る
『
自
由
新
聞
』
が
停
刊
に
な
っ
た
際
の
代
用
紙
た
る
役

割
。
も
う
1
つ
は
、
国
会
開
設
や
憲
法
発
布
を
控
え
て
激
化
し
続
け
る
民
権
陣
営
と
政
府

と
の
戦
い
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
自
由
民
権
運
動
思
想
を
国
民
の
間
に
宣
伝
す
る
機

関
紙
と
し
て
の
使
命
で
あ
っ
た
。

継
続
後
紙
の
『
燈
新
聞
』『
め
さ
ま
し
新
聞
』
ま
で
を
収
録
し
復
刻
。

◉
揃
定
価
4
1
8
、0
0
0
円
（
本
体
価
格
3
8
0
、0
0
0
円
＋
税
10
%
）

◉
別
巻
解
説
＝
松
尾
章
一

◉
推
薦
＝
安
在
邦
夫
・
色
川
大
吉
・
谷
川
惠
一
・
土
屋
礼
子

『
成
功
』
は
、
明
治
35
年
に
創
刊
さ
れ
た
青
少
年
向
け
の
総
合
雑
誌
で
あ
る
。
ス
マ
イ
ル

ズ
の
『
西
国
立
志
編
』
に
続
く
、
若
者
向
け
啓
蒙
誌
の
必
要
性
を
感
じ
た
村
上
濁
浪
が
、
裸

一
貫
か
ら
創
刊
し
た
。
当
時
一
級
の
知
識
人
、
文
豪
、
実
業
家
ら
が
「
自
助
」「
学
問
」「
修

養
」
に
よ
る
「
立
身
出
世
」「
成
功
」
へ
の
道
を
説
い
た
。
特
別
賛
成
員
の
、
幸
田
露
伴
、

井
上
円
了
、
巌
本
善
治
、
徳
富
蘇
峰
、
村
上
専
精
、
志
賀
重
昂
ら
は
気
鋭
の
知
識
人
で
あ
り
、

若
者
た
ち
が
憧
れ
た
人
士
で
あ
っ
た
。
近
代
教
育
体
制
確
立
時
の
目
に
見
え
な
い
「
時
代
の

空
気
」
を
伝
え
る
本
誌
は
、
近
代
教
育
の
未
開
拓
領
域
を
解
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

◉
揃
定
価
8
0
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0
0
円
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本
体
価
格
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円
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税
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%
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◉
別
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版
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〕

◉
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刊
〕
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